
◆ＮＴＴ災害用伝言ダイヤル 

171の利用方法 

 

◆災害用伝言板 

（携帯電話） 

 
狭 山 

いざという 
 

ときに 

地震編 

□1□7□1 にダイヤル 

相手の安否を

確認する場合 

自分の安否を

知らせる場合 

自分の安否を

知らせる場合 

自分の 

固定電話の 

番号を市外 

局番から押す 

伝えたい 

項目を選択 

（書き込むこ

ともできる） 

トップ画面の「災害伝言板」を 

選ぶ 

相手の安否を

確認する場合 

□1を押す □2を押す 

相手の 

固定電話の 

番号を市外 

局番から押す 

「登録」を選ぶ 「確認」を選ぶ 

伝言を入れる 

（録音） 

伝言を聞く 

（再生） 

相手の 

携帯電話の 

番号を入力 

する 

その画面で 

「登録」を選ぶ 

その画面で「検

索」を選ぶと伝

言の検索結果

が表示される 
※毎月１日、15日などに体験日が
設定されている。 

※録音・再生の際に必要な「固定
電話の番号」は NTT で契約し
ている固定電話のみ 
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～地震から身を守る～ 

① 緊急地震速報 

② 古いビル 

③ 高層ビル 

④ ガス 

⑤ 火災 

⑥ ヘルメット 

⑦ 高速道路 

⑧ 電車 

⑨ エレベーター 

⑩ ペットトル 

⑪ 断水 

⑫ トイレ 

⑬ 停電 

⑭ 眼鏡 

⑮ 薬 
 

 

非常用備蓄品 

□ポリタンク 

□バケツ 

□非常用トイレ 

□飲料水 

□ビニール袋 

□ビニールシート 

□ロープ 

□軍手 

□長靴 

□レインコート 

□ラップ（皿のかわりになる） 

□トイレットベーパー 

□ティッシュペーパー 

□ウェットティッシュ 

□水のいらないシャンプー 

□ブランケット 

□汗ふきシート 

□使い捨てカイロ 

□冷却シート 

□救急箱 

□ゴム手袋 

□非常食 

□カセットコンロ・ボンベ 

□ランタン 

□懐中電灯 

□ラジオ（手回し式） 

□携帯充電器 

□予備電池 

□プラスチックの食器 

□タオル類 

□家族の連絡先一覧表 

□救出救助用具 

 

ＣＯＮＴＥＮＴＳ 

 

明日くるかもしれない！ 
 
地震に備えて、日頃から 

準備しておきましょう 



頭上からいろいろな物が落ちてくる地震。 

まず頭を守ることが重要 

非常用持ち出し袋 
警報音が鳴り響いたら数秒後には震度 5 以上の地震が来ると覚

悟する 

① 緊急地震速報 

 

 

 

け 

① 緊急地震速報 

 

② 古いビル 

築30年以上の建物からは即避難。 

アーチ型の天井、シャンデリアも危険！ 

③高層ビル 

 

ゆらゆら 13 分以上も揺れたが、免震・耐震構造で倒壊の確率は

低い！ 

④ガス 

火を止めるのは身の安全を確保してから。 

震度 5でガスは自動停止 

⑤火災 

津波火災や通電火災の危険性も。 

避難時にはブレーカーを落とす 

⑥ヘルメット 

□懐中電灯 

□ラジオ（手回し式） 

□予備電池 

□常用薬 

□応急医療品 

□携帯充電器 

□非常食 

□飲料水 

□ウェットティッシュ 

□ティッシュペーパー 

□トイレットペーパー 

□笛（救助のため） 

□防災頭巾/ヘルメット 

□非常用トイレ 

□レジャーシート 

□キャンプ用食器セット 

□タオル 

□軍手 

□洗面用具 

 

□予備の眼鏡、コンタクト 

□食品ラップ 

□アーミーナイフセット 

□はさみ 

□筆記用具、メモ用紙 

□マスク 

□衣類・下着（紙下着など） 

□生理用品 

□使い捨てカイロ 

□冷却シート 

□家族の連絡先一覧表 

□現金（小銭も） 

□保険証、免許証などのコピー 

□貴重品 

□家族の写真 

 



 
⑦高速道路 

⑩ペットボトル 

⑬停電 

 
道がゆがんで波打つかも。 

路肩に車を停め、キーは付けたままで避難 

 
⑧電車 

 

急停車で転ばないようにつり革に強くつかまり、係員の誘導に 

従う 

⑨エレベーター 

 
各階のボタンを全部押し、止まった階で降りる。 

出られなければ、救助要請 

売り切れ必至だから常に準備しておくこと。 

マイボトルでもＯＫ 

⑪断水 

 

地震の揺れが収まったらすぐに蛇口をひねること。 

給水場所の確認も重要 

 
⑫トイレ 

 

断水しても、停電しても使えなくなる水洗トイレ。 

強い味方は、風呂の残り水 

ろうそくは絶対使わない。 

懐中電灯を１人１個ずつ用意する 

⑬停電 

 

⑭眼鏡 

見る情報は重要！ 

コンタクト使用でも、予備の眼鏡は常に携帯 

⑮薬 

常用薬の名前のメモや「お薬手帳」のコピーを日頃から持ち歩く 

 

最近の大地震 

阪神・淡路大震災  1995年（平成 7年）1月 17日午前 5時 46分 

東日本大震災    2011年（平成 23年）3月 11日午後 2時 46分 

熊本地震      2016年（平成 28年）4月 14日午後 9時 26分 

 


